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久
し
く
錦
友
誌
よ
り
遠
ざ
か
っ
て

来
ま
し
た
が
、
私
の
近
況
を
と
い
う

こ
と
で
、
一
筆
申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
７
年
と
い
う
年
は
、
６
月
頃

よ
り
異
常
気
象
で
暑
い
日
々
が
続

き
、
風
雨
の
激
し
い
日
々
で
あ
り
ま

し
た
。
会
員
の
皆
様
方
に
は
い
か
が

お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
ご
無
事
で

あ
れ
ば
幸
い
で
す
。
被
害
の
あ
っ
た

方
々
に
は
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
、
年
と
共
に
足
腰
の
不
自
由

を
感
じ
る
日
々
で
あ
り
ま
す
が
、
二

世
宗
家
と
し
て
の
責
務
を
果
た
す
べ

く
、
日
々
努
力
し
て
い
ま
す
。
地
方

に
出
掛
け
れ
ば
、
ご
心
配
を
お
掛
け

し
て
い
ま
す
。

　

私
に
は
、
す
で
に
過
去
と
現
在
の

み
と
な
り
、
未
来
の
こ
と
は
、
た
だ

初
代
宗
家
の
芸
道
の「
す
ば
ら
し
さ
」

を
如
何
に
し
て
伝
え
て
い
く
か
、
錦

城
会
の
吟
詠
、
琵
琶
、
朗
詠
等
の
日

本
固
有
の
古
典
を
後
世
の
人
々
に
伝

え
て
い
く
か
と
い
う
事
で
す
。

　

一
般
社
団
法
人
の
組
織
も
そ
の
一

つ
で
す
が
、
私
の
次
に
宗
家
を
続
く

者
は
見
あ
た
り
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ

て
、
私
と
し
て
は
、
初
代
宗
家
の
残

し
た
著
作
権
等
を
、
い
か
に
す
べ
き

か
、
理
事
で
も
あ
る
顧
問
今
井
弁
護

士
に
ご
相
談
申
し
上
げ
、
三
回
目
に

な
り
ま
す
。
著
作
権
を
一
般
社
団
法

人
に
引
き
続
い
て
も
ら
う
方
法
で
考

え
て
お
り
ま
す
。
一
般
社
団
法
人
詩

吟
朗
詠
錦
城
会
に
す
べ
て
を
集
約
し

て
、
理
事
の
方
々
に
運
営
を
し
て
い

た
だ
く
方
法
を
考
え
て
い
ま
す
。
い

ま
だ
、
す
べ
て
の
事
に
つ
い
て
ご
相

談
を
済
ま
せ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
い

ま
し
ば
ら
く
時
間
を
い
た
だ
き
、
お

知
ら
せ
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
過
去
を
振
り
返
る
こ
と
が
多

く
な
り
ま
し
た
。

　

私
の
生
ま
れ
は
、
昭
和
８
年
１
月

４
日
、
今
次
大
戦
の
前
、
昭
和
12
年

に
中
国
の
上
海
に
渡
り
、
中
国
上
海

市
北
四
川
路
永
楽
坊
八
十
五
号
に
住

居
し
、
中
国
人
の
女
中
さ
ん
（
尼
・

ア
マ
）
に
育
て
ら
れ
ま
し
た
。
と
云

い
ま
す
の
は
、
母
は
琵
琶
、
詩
吟
の

指
導
と
軍
部
駐
屯
地
へ
の
慰
問
公
演

で
ほ
ぼ
家
を
留
守
に
し
て
い
ま
し

た
。
姉
と
私
は
毎
日
、
父
母
不
在
で

寂
し
い
思
い
を
致
し
ま
し
た
。

　

父
は
長
江
を
仕
事
場
と
す
る
船
会

社
、
中
華
輸
船
の
南
京
支
店
長
に
な

り
、
日
本
人
の
中
で
は
成
功
者
の
一

人
で
し
た
。
中
華
輸
船
は
日
本
陸
軍

の
軍
需
物
資
の
輸
送
を
行
い
、
父
は

軍
属
で
し
た
。
終
戦
の
一
年
後
、
共

に
す
べ
て
を
置
い
て
日
本
に
引
き
揚

げ
ま
し
た
が
、
終
戦
後
父
は
錦
城
会

と
も
不
縁
と
な
り
、
私
が
大
学
卒
業

の
年
、
昭
和
33
年
母
と
別
居
し
、
私

と
共
に
男
二
人
で
大
塚
の
ア
パ
ー
ト

に
住
ま
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
母
が
昭
和
52
年
９
月
25

日
、
死
去
。
父
は
、
私
と
常
に
一
緒

で
昭
和
63
年
５
月
25
日
死
去
い
た
し

ま
し
た
。
父
の
戦
後
は
、
寂
し
い
も

の
で
し
た
。
戦
争
の
犠
牲
者
で
す
。

私
と
母
も
遠
い
存
在
で
し
た
。

　

錦
城
会
『
錦
友
』
の
筆
字
も
父
の

も
の
で
す
が
、
錦
友
第
一
巻
第
一
号

昭
和
33
年
５
月
１
日
発
行
、
編
集
兼

発
行
人
山
元
城
月
と
あ
り
、
錦
城
会

主
宰
城
月
と
し
て
論
評
「
音
楽
と
し

て
の
詩
吟
」
が
あ
り
、
母
の
詩
吟
を

愛
し
た
一
人
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。

　

＝
父
の
論
評
＝
『
音
楽
と
し
て
の

詩
吟
』

　

音
楽
的
で
あ
る
と
云
う
事
の
条
件

は
、

①
調
子
は
づ
れ
で
な
い
こ
と
。

②
音
律
節
調
が
芸
術
的
表
現
で
あ
る

こ
と
。

③
詩
の
表
現
が
貴
品
あ
る
こ
と
。

④
楽
器
と
調
和
し
得
る
こ
と
。

発
声
、音
色
、声
の
強
弱
、長
短
、間
合
、

気
魄
、
優
美
さ
、
等
と
研
究
の
部
門

は
広
く
し
て
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

錦
城
流
と
し
て
、
一
貫
し
た
も
の
に

し
て
流
儀
節
調
を
規
定
し
て
い
ま

す
。
詩
吟
は
日
本
最
高
の
音
楽
で
芸

術
あ
り
、
他
の
諸
芸
能
の
追
従
は
容

易
で
な
い
。
心
霊
音
楽
芸
術
の
最
高

峰
で
あ
る
こ
と
を
断
言
し
つ
つ
終
わ

る
こ
と
に
す
る
、
と
あ
り
ま
す
。

　

父
も
詩
吟
愛
好
者
の
一
人
で
し
た
。

　

令
和
７
年
９
月
『
吟
道
之
碑
建
立

六
〇
年
の
足
跡
』
が
発
行
さ
れ
ま
し

た
。
各
都
道
府
県
本
部
長
に
は
送
付

し
て
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
合
祀
さ

れ
た
方
々
は
累
計
一
七
一
九
柱
、
追

加
六
名
で
一
七
二
五
名
の
方
々
が
合

祀
さ
れ
て
い
ま
す
。
吟
を
愛
し
、
吟

を
指
導
さ
れ
た
方
々
で
す
。
錦
城
会

に
お
き
ま
し
て
も
、
多
勢
の
指
導
者

が
そ
の
足
跡
を
と
ど
め
、
す
べ
て
の

合
祀
者
の
名
前
が
記
録
さ
れ
て
い
ま

す
。
錦
城
会
々
員
の
皆
様
に
は
、
合

祀
さ
れ
た
方
々
が
自
分
の
先
生
で

あ
っ
た
方
、
ま
た
同
僚
や
友
人
で

あ
っ
た
方
等
、
色
々
あ
る
で
し
ょ
う

が
、
お
手
元
に
一
冊
供
養
と
し
て
お

届
け
で
き
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
今
年
の
吟
道
之
碑
は
第
62
回
と

し
て
令
和
７
年
11
月
30
日
合
祀
祭
が

行
わ
れ
ま
す
が
、
あ
の
長
い
坂
道
を

登
る
こ
と
な
く
、
大
瀬
崎
の
大
瀬
神

社
社
務
所
で
執
り
行
わ
れ
ま
す
。
会

員
皆
様
が
高
齢
化
し
て
い
ま
す
こ
と

の
配
慮
に
感
謝
し
て
、
参
加
者
が
増

し
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

た
だ
思
う
ま
ま
に
書
き
ま
し
た
が
、

拙
い
文
章
で
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。
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令
和
７
年
度
の
滋
賀
県
湖
北
地
区

の
吟
行
会
は
、
京
の
雅
に
触
れ
る
石

川
丈
山
ゆ
か
り
の「
詩
仙
堂
丈
山
寺
」

と
世
界
遺
産
の
「
下
鴨
神
社
」
を
訪

ね
る
行
程
で
10
月
25
日
（
土
）
21
名

の
参
加
者
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

初
め
は
下
鴨
神
社
に
参
詣
し
ま
し

た
。
京
都
最
古
の
神
社
の
境
内
は
荘

厳
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
心
地
よ
い
緊

張
を
感
じ
な
が
ら
糺
の
森
を
ぬ
け
例

年
5
月
15
日
に
行
わ
れ
る
葵
祭
に
思

い
を
は
せ
な
が
ら
国
宝
の
本
殿
へ
と

歩
を
す
す
め
ま
し
た
。

　

お
宮
参
り
に
七
五
三
、
そ
れ
に
二

組
の
結
婚
式
の
花
嫁
行
列
に
も
め
ぐ

り
逢
い
、
若
い
人
た
ち
の
笑
顔
と
歓

声
に
私
た
ち
も
幸
せ
な
気
分
を
も
ら

い
、
歴
史
あ
る
境
内
を
ゆ
っ
く
り
と

散
策
が
出
来
と
て
も
よ
か
っ
た
で

す
。

　

昼
食
は
、
老
舗
「
山
ば
な
平
八
茶

　

諫
早
地
区
師
範
会
は
、
令
和
７
年

６
月
22
日
、
小
雨
に
緑
が
映
え
る
諫

早
家
の
菩
提
寺
「
天
祐
寺
」
に
お
い

て
吟
行
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

天
祐
寺
に
は
立
派
な
山
門
（
仁
王

門
）
が
あ
り
、
左
右
に
は
堂
々
と
し

た
赤
い
仁
王
様
（
阿
吽
像
）
が
迎
え

て
下
さ
い
ま
し
た
。
山
門
を
く
ぐ
る

と
大
き
な
銀
杏
の
木
が
あ
り
、
本
堂

を
囲
む
よ
う
に
回
廊
が
奥
へ
と
繋
が

り
歴
史
の
深
さ
を
感
じ
ま
す
。

　

ま
ず
、
本
堂
の
前
の
境
内
で
、
諫

早
市
美
術
・
歴
史
館
の
大
島
大
輔
専

門
員
に
、
天
祐
寺
を
中
心
に
諫
早
の

屋
」
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
高
野
川

を
眺
め
な
が
ら
の
食
事
は
、
と
て
も

美
味
な
京
料
理
を
堪
能
し
ま
し
た
。

　

お
接
待
を
し
て
く
だ
さ
る
女
将
と

お
店
の
方
々
の
立
ち
居
振
る
舞
い
は

中
々
の
も
の
で
４
０
０
年
の
歴
史
と

伝
統
を
感
じ
大
満
足
な
お
昼
で
し

た
。

　

そ
の
後
、
詩
仙
堂
丈
山
寺
を
訪
ね

ま
し
た
。
現
在
は
曹
洞
宗
大
本
山
で

あ
る
永
平
寺
の
末
寺
に
な
っ
て
い
ま

す
。
住
職
様
か
ら
詩
仙
堂
と
石
川
丈

山
の
関
係
な
ど
詳
し
く
説
明
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
丈
山
は
も
と
も
と
徳

川
家
康
に
仕
え
た
譜
代
の
家
臣
で

あ
っ
た
が
、
大
阪
の
陣
参
陣
の
後
30

歳
半
ば
で
文
人
と
な
り
藤
原
惺
窩
に

朱
子
学
を
学
び
、
漢
詩
・
書
・
作
庭

な
ど
マ
ル
チ
に
活
躍
し
た
人
物
だ
っ

た
こ
と
、
50
歳
後
半
よ
り
90
歳
で
天

寿
を
迎
え
る
ま
で
、
31
年
間
こ
の
草

庵
に
隠
棲
し
て
一
歩
も
外
に
出
ず
仙

人
の
よ
う
な
境
涯
を
生
き
た
人
で
あ

る
こ
と
も
知
り
ま
し
た
。

　

山
田
の
僧
都
（
そ
う
ず
）
と
呼
ば

れ
る
「
し
し
お
ど
し
」
い
わ
ゆ
る
獣

除
け
（
庭
園
の
植
物
保
護
）
を
初
め

て
庭
に
取
り
入
れ
た
の
も
丈
山
で

あ
っ
た
と
の
こ
と
、
こ
の
日
も
庭
で

澄
み
切
っ
た
風
情
の
あ
る
音
を
響
か

せ
て
い
ま
し
た
。

　

普
段
の
お
稽
古
や
大
会
な
ど
の
初

め
に
は
必
ず
詠
う
石
川
丈
山
作
「
富

士
山
」
で
す
が
、
石
川
丈
山
の
ゆ
か

り
の
地
を
訪
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

何
千
・
何
万
回
も
詠
っ
た
「
富
士
山
」

を
よ
り
深
く
思
う
の
で
し
た
。

　

ツ
ツ
ジ
の
大
刈
込
や
山
茶
花
を
配

し
た
丈
山
好
み
の
唐
様
庭
園
、
師
は

こ
こ
を
毎
日
散
歩
し
た
の
だ
ろ
う
思

わ
れ
る
絶
好
の
場
所
を
住
職
さ
ん
か

ら
案
内
さ
れ
、
そ
こ
で
全
員
が
心
を

込
め
て
高
ら
か
に
「
富
士
山
」
を
合

吟
し
ま
し
た
。
そ
ば
に
集
ま
っ
て
こ

ら
れ
た
観
光
客
の
方
々
か
ら
も
大
き

な
拍
手
を
頂
き
、
こ
ん
な
楽
し
い
吟

詠
は
初
め
て
…
と
思
わ
ず
皆
の
顔
に

笑
が
広
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、
紅
葉

の
頃
か
サ
ツ
キ
の
咲
く
頃
に
訪
ね
た

い
な
！
と
思
い
な
が
ら
詩
仙
堂
を
後

に
し
ま
し
た
。

　

本
当
に
心
に
残
る
有
意
義
な
吟
行

会
の
一
日
で
し
た
、
今
後
も
こ
の
様

な
吟
友
の
つ
な
が
り
が
続
く
こ
と
を

念
じ
て
や
み
ま
せ
ん
。

（
米
原
支
部　

徳
田
錦
栄
）

諫
早
地
区
師
範
会

吟　

行　

会

歴
史
に
つ
い
て
講
義
を
受
け
ま
し

た
。
境
内
の
奥
に
は
、
諫
早
家
代
々

の
墓
所
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
と
並
ん

で
、
島
原
の
乱
で
亡
く
な
っ
た
人
々

の
戦
没
者
追
悼
碑
が
ひ
っ
そ
り
と

建
っ
て
い
ま
す
。

　

豊
臣
秀
吉
の
時
代
に
、
伊
佐
早
地

方
（
後
に
諫
早
と
改
名
）
を
支
配
し

て
い
た
豪
族
、
西
郷
氏
か
ら
龍
造
寺

家
晴
が
攻
め
取
っ
た
話
や
、
島
原
の

乱
と
の
関
係
な
ど
大
変
勉
強
に
な
り

ま
し
た
。

　

雨
が
強
く
な
り
、
や
む
を
得
ず
吟

行
を
中
止
し
、
懇
親
会
会
場
に
場
所

を
移
し
、「
富
士
山
」
を
合
吟
い
た

し
ま
し
た
。
雨
の
中
の
吟
行
で
は
あ

り
ま
し
た
が
、
深
い
緑
に
囲
ま
れ
て

郷
土
の
歴
史
に
思
い
を
馳
せ
、
吟
友

と
の
交
流
を
深
め
た
一
日
で
し
た
。

（
22
名
の
参
加
）

（
諫
早
支
部　

上
川
錦
鈴
）
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詩
仙
堂
丈
山
寺
を
訪
ね
「
富
士
山
」
の
大
合
吟

本
部
の
動
き(　
　
　
　

)

７
・
６
・
21
よ
り

７
・
10
・
15
ま
で

６
月
23
～
24
日　

令
和
７
年
度
定
時

総
会
・
指
導
者
講
習
研
修

会

７
月
25
日
～
27
日　

滋
賀
県
本
部
湖

南
地
区
の
師
範
指
導

８
月
１
～
４
日　

鹿
児
島
県
本
部
の

講
習
研
修
会
と
昇
格
審
査

　
　

23
～
25
日　

北
海
道
道
南
本
部

の
講
習
研
修
会

　
　

29
～
31
日　

滋
賀
県
本
部
の
昇

格
審
査
と
講
習
研
修
会

９
月
26
～
28
日　

愛
知
県
本
部
の
師

範
指
導
と
昇
格
審
査

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
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お
詫
び

　

紙
面
の
都
合
に
よ
り
ま
し
て
「
新

入
会
員
の
紹
介
」
と
「
組
織
体
長
の

変
更
」が
載
せ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

次
号
に
掲
載
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
お

詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。　
　
　
（
Ｓ
）

　

向
暑
の
候
、
６
月
29
日
に
、
日
本

伝
統
文
化
吟
友
会
吟
剣
詩
舞
コ
ン

ク
ー
ル
近
畿
地
区
決
勝
大
会
が
、
大

阪
府
富
田
林
市
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
錦
城
会
滋
賀
県
か
ら
は
、
左
記

の
皆
様
方
、13
名
が
出
場
し
ま
し
た
。

漢
詩
・
一
般
二
部 

　
　
　
　
　
　

筈
井
昌
一
郎

　
　

〃　
　
　

岡
島
伸
夫

　
　

〃　
　
　

藤
野
智
子
（
錦
結
）

漢
詩
・
一
般
三
部

　
　
　
　
　
　

草
村
靖
子
（
錦
草
）

　
　

〃　
　
　

森
知
恵
子
（
錦
苑
）

日
本
伝
統
文
化
吟
友
会
吟
剣
詩
舞
コ
ン
ク
ー
ル

近
畿
地
区
決
勝
大
会
に
参
加
し
ま
し
た

　
　

〃　
　
　

北
田
信
行
（
城
徳
）

　
　

〃　
　
　

鈴
木
優
子

　
　

〃　
　
　

小
菅
光
生
（
城
史
）

　
　

〃　
　
　

竹
田
光
子
（
錦
光
）

漢
詩
・
一
般
四
部 

　
　
　
　
　
　

谷
村
政
嗣
（
城
嗣
）

　
　

〃　
　
　

筈
井
弘
子
（
錦
弘
）

　
　

〃　
　
　

蔵
口
嘉
寿
男（
城
源
）

　
　

〃　
　
　

前
川
与
晴
（
城
与
）

　

審
査
員
に
は
、
明
智
城
秀
先
生
、

土
田
城
紘
先
生
が
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

錦
城
会
大
阪
府
本
部
か
ら
は
、

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A

漢
詩
・
一
般
二
部 

　
　
　
　
　
　

山
本
弥
生（
錦
生
弥
）

漢
詩
・
一
般
三
部 

　
　
　
　
　
　

吉
田
時
子
（
錦
粋
）

　
　

〃　
　
　

亀
井
悟
郎
（
城
翔
）

　
　

〃　
　
　

東
尾
博
和
（
城
博
）

　
　

〃　
　
　

中
野
昇
三
（
城
昇
）

漢
詩
・
一
般
四
部 

　
　
　
　
　
　

久
保
梄
幸
（
城
幸
）

　
　

〃　
　
　

楠
元
雄
三
郎（
城
雄
）

の
、
７
名
が
出
場
い
た
し
ま
し
た
。

審
査
員
に
は
、
塩
川
錦
晃
先
生
、
中

島
城
哲
先
生
が
努
め
ら
れ
ま
し
た
。

投
稿
・
滋
賀
県
本
部　
　

土
田
城
紘

　

〃　

大
阪
府
本
部　
　

塩
川
錦
晃

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

　

今
年
は
特
に
暑
い
日
が
続
い
た
７

月
５
日
、
日
本
伝
統
文
化
吟
友
会
吟

剣
詩
舞
コ
ン
ク
ー
ル
中
国
地
区
決
勝

大
会
が
、
倉
敷
市
倉
敷
公
民
館
に
お

い
て
剣
詩
舞
コ
ン
ク
ー
ル
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
審
査
員
に
は
、
西
川
緑

惠
先
生
が
努
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

錦
城
会
詩
舞
の
部
に
は
、
８
名
が

出
場
し
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
は
、

詩
舞
一
般
三
部

　
　
　
　
　
　

入
賞　

神
原
光
江

　
　
　

〃　
　

入
賞　

井
上
順
子

　
　
　

〃　
　

入
賞　

中
村
妙
子

日
本
伝
統
文
化
吟
友
会
吟
剣
詩
舞
コ
ン
ク
ー
ル

中
国
地
区
決
勝
大
会
に
出
場
し
入
賞
す
る

　
　
　

〃　
　

入
賞　

坂
口
由
美
子

が
入
賞
し
て
、
全
国
大
会
の
出
場
権

を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

吟
詠
の
部
は
、
７
月
27
日
倉
敷
市

玉
里
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し

た
。
審
査
員
に
は
、
西
川
錦
洸
先
生

が
努
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

錦
城
会
か
ら
は
、
17
名
が
出
場
し

審
査
結
果
は
、

漢
詩
少
年
の
部　

北
中
彩
月

漢
詩
一
般
二
部

　
　
　
　
　
　
　

新
田
洋
子(

錦
純)

　
　
　
　

〃　
　

大
村　

誠(

城
川)

漢
詩
一
般
三
部

　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
典
伸(

城
英)

漢
詩
一
般
四
部

　
　
　
　
　
　
　

木
村
武
則(

城
洋)

　
　
　

〃　
　
　

平
川
智
久(

城
久)

が
、
入
賞
し
ま
し
た
。

投
稿
・
広
島
県
本
部　
　

西
川
錦
洸

　

雅
号　
　
　

県
名　
　
　

取
得
年
月

市
丸
錦
月　
（
佐
賀
県
）　
　

７
・
７

髙
橋
錦
収　
（
長
崎
県
）　
　

７
・
７

川
野
城
隆　
（
長
崎
県
）　
　

７
・
７

伊
達
城
聲　
（
長
崎
県
）　
　

７
・
７

加
藤
錦
淑　
（
長
崎
県
）　
　

７
・
７

西
山
錦
圭　
（
長
崎
県
）　
　

７
・
７

◇
新
師
範
の
紹
介
◇

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A

美
代
錦
惠　
（
鹿
児
島
県
）　

７
・
９

森　

城
陽　
（
鹿
児
島
県
）　

７
・
９

追
立
城
周　
（
鹿
児
島
県
）　

７
・
９

中
川
錦
祥　
（
滋
賀
県
）　
　

７
・
10

中
村
城
心　
（
滋
賀
県
）　
　

７
・
10

小
泉
城
泉　
（
滋
賀
県
）　
　

７
・
10

靏
谷
城
亀　
（
滋
賀
県
）　
　

７
・
10

寺
内
錦
日　
（
滋
賀
県
）　
　

７
・
10

山
中
城
珀　
（
滋
賀
県
）　
　

７
・
10

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A

　

酷
暑
の
８
月
23
日
、
日
本
伝
統
文

化
吟
友
会
吟
剣
詩
舞
コ
ン
ク
ー
ル
関

東
地
区
決
勝
大
会
が
、
東
京
都
八
王

子
市
の
芸
術
文
化
会
館
（
い
ち
ょ
う

小
ホ
ー
ル
）
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
地
区
予
選
大
会
を
乗
り
越
え
、

関
東
決
勝
大
会
出
場
権
を
獲
得
さ
れ

て
の
出
場
で
あ
り
、
緊
迫
し
た
状
況

に
包
ま
れ
た
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

錦
城
会
か
ら
は
、
左
記
の
皆
様
方

が
出
場
し
ま
し
た
。

漢
詩
・
一
般
二
部

　
　
　
　
　

水
上
理
恵
子(

東
京)

　
　

〃　
　

水
野
智
仁(

神
奈
川)

漢
詩
・
一
般
三
部

　
　
　
　
　

松
原
愼
一(

神
奈
川)

　
　

〃　
　

古
賀　

豊(

神
奈
川)

　
　

〃　
　

相
沢
ヒ
ロ
子(

埼
玉)

　
　

〃　
　

斉
藤
幸
子(

埼
玉)

　
　

〃　
　

中
野
三
保
子(

東
京)

漢
詩
・
一
般
四
部

　
　
　
　
　

寒
河
江
護(

神
奈
川)

日
伝
吟
・
吟
剣
詩
舞
コ
ン
ク
ー
ル

　
　
　
　
　
　

関
東
決
勝
大
会
で
優
勝
す
る

短
歌
・
一
般
の
部

　
　
　
　
　

小
宮
喜
八
郎(

神
奈
川)

　
　

〃　
　

古
賀　

豊(

神
奈
川)

　
　

〃　
　

寒
河
江
護(

神
奈
川)

　
　

〃　
　

有
原
裕
絵(

埼
玉)

　
　

〃　
　

林　

清
隆(

埼
玉)

審
査
の
結
果
は
、

漢
詩
一
般
三
部

　
　
　
　
　

入
賞 　

古
賀　

豊
様

　
　
　
　
　

優
秀
賞 

松
原
愼
一
様

漢
詩
一
般
四
部

　
　
　
　
　

入
賞 　

寒
河
江
護
様

短
歌
一
般
の
部

　
　
　
　
　

優
勝 　

有
原
裕
絵
様

　
　

〃　
　

第
三
位 

寒
河
江
護
様

が
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
本
伝
統
文
化
吟
友
会
で
は
、
吟

剣
詩
舞
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
場
に
当

た
っ
て
、
文
部
科
学
大
臣
賞
を
授
与

さ
れ
る
事
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
目
標
は
高
く
し
て
挑
戦
下
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

(

一
社)

詩
吟
朗
詠
錦
城
会
担
当

日
本
伝
統
文
化
吟
友
会　

金
子
城
大
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錦

日　　時／令和７年12月7日(日) 
12時00分開場：12時30分開演

入場料金／1,000円

会　　場／

TEL 092-586-4000
福岡県大野城市曙町2-3-1

〈大ホール〉

特別番組特別番組
・茶絃録
企画朗詠として戦後80年を経て・・・
・企画構成吟「大物の浦」
・琵吟舞物語「平家兵船絵巻」
・琵吟舞物語「義経の最期」

一般社団法人 詩吟朗詠錦城会

主催／一般社団法人詩吟朗詠錦城会　後援／福岡県・大野城市・大野城市教育委員会・大野城市文化連盟

太宰府
インター

水城
出入口

大野城
出入口

●
Mr.Max

イオン大野城店●

大野城市役所●
まどかぴあ
立体駐車場➡

福
岡
都
市
高
速
道
路

国
道
３
号
線

至
福
岡
市

筑
紫
通
り 西

鉄
春
日
原
駅
西
鉄
天
神
大
牟
田
線

県
道
１
１
２
号
線（
旧
３
号
線
）
至
太
宰
府
市

高
速
九
州
自
動
車
道

●
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ

西
鉄
白
木
原
駅

Ｊ
Ｒ
春
日
駅

Ｊ
Ｒ
大
野
城
駅

Ｊ
Ｒ
鹿
児
島
本
線

平面191台、立体284台無料駐車場完備
※ 駐車可能台数に限りがあります。できる限り、
　公共交通機関をご利用ください。


